
平成 18 年度重点研究事業の事後評価について 

平成 20 年 3月 

 

県立広島大学重点研究事業の成果等の状況を把握し，今後の研究の更なる発展に資するために，事業の

事後評価を行った。 

 各研究種目における事後評価の概要は次のとおりである。 

 

１ 対象となる事業：平成 18 年度重点研究事業（研究代表者が本学を退職した場合を除く）４４研究課題 

２ 事後評価の方法：外部有識者（１事業あたり２～１名）の書類審査による。（評価件数延べ８２件） 

３ 評価結果の概要：以下のとおり。（図中の数値は件数） 

目標達成度

評点３

　５５

評点４

　１４

評点２

　１２

評点１

　１

評点４　目標以上達成（進捗）である

評点３　概ね目標どおりである

評点２　一部不十分である

評点１　不十分である

  

研究成果の効果

評点３

　４２

評点４

　３１

評点１

　２
評点２

　７

評点４　十分な効果があったもしくは

　　　　　期待される

評点３　一定の効果があったもしくは

　　　　　期待される

評点２　効果を生むために改善が必要である

評点１　効果的でない

  

成果の発表・活用

評点４

　２９

評点３

　４０

評点２

　１２

評点１

　１

評点４　十分に行っている

評点３　行っている

評点２　不十分である

評点１　発表，活用する水準にない

  



総合評価

評点４

　２８

評点３

　３４

評点２

　１６

評点１

　４

評点４　優れた研究成果である

評点３　研究成果として一定の水準に

　　　　　達している

評点２　成果は不十分だが，目標達成に向け

　　　　　誠実に実施されている

評点１　実施状況，成果とも不十分である

 


